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研究成果の概要（和文）：本研究はエコツアーを体験型環境教育ツールとして利用するための方法論の確立を目的とし
、得られた主な成果は以下の通りである。
１）エコツアー先進事例の批判的に解析した結果、ツアーのテーマ設定と容易な理解を促すコンテクスト化、良質かつ
十分数のインタープリターの必要性が明らかとなった。２）人口増による西アフリカの砂漠化、農業近代化による中央
アジアの生態系破壊をテーマとして環境教育教材としてのエコツアーを開発した。３）座学およびモニターツアーの実
施に基づいたエコツアー環境教育効果を評価した結果、実体験により裏付けられた当事者意識が醸成され、将来の持続
的社会構築のための自発的行動への発展が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The objective of this study was to develop the method of soil and environmental ed
ucation introducing ecotourism. Critical evaluation of the currently operated eco-tours revealed that cont
inuous and further effort is necessary for building up a simple story containing appropriate scientific in
formation and philosophical message for sustaining society. We developed two eco-tours for global- and loc
al-environmental education, i.e. "Enjoy desert and learn desertification" in Niger and "Where the Aral Sea
 was gone and what was left behind" in Kazakhstan, with supplemental tool such as promotion DVD and guideb
ook for assisting people in understanding and self-learning the relevant issues. Based on the tour monitor
ed by the voluntary participants, we concluded that the tour operated and guided by the appropriate interp
reters with high expertise is able to inspire deeper consideration and further actions in the participants
 for establishing sustainable society.
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１．研究開始当初の背景 
産業革命以後 200 年、化石エネルギーの継

続的多投による農耕社会から技術社会への
急速な移行の陰に、多くの地域並びに地球環
境問題が顕在化してきていることは周知の
事実である。環境問題の解決にはその主体た
る一般市民や将来の社会を担う学生の意識
と価値観の変革が不可欠であり、それは環境
教育なしでは起こり得ない。 
世界各国で取り組まれている環境保全活

動の一つがエコツーリズムによる環境教育
であり、国連は 2002 年を「国際エコツーリ
ズム年」としてその推進を奨励した。その結
果、わが国を含めて多様なエコツアーが市場
に展開したが、その内容は環境教育・啓蒙と
はほど遠いものも少なくなく、良質のエコツ
アーの企画・立案は緒に就いたばかりと言え
る。諸外国では、コスタリカをはじめドイ
ツ・オーストリア・アメリカ・ロシアなどの
多様な生態系を対象としたスタディツアー
やエクスカーションなどもみられるものの、
自然生態系を対象としたものが多く、人間の
営みとの関わりがやや薄いきらいがある。 
著者らは過去 15 年以上にわたり、世界の

様々な生態系を対象として、食料生産活動と
それに付随して生じる環境問題（土地劣化）
のプロセス、原因解明、対策構築に関する研
究を実施してきた。これらはすべて現地住民
の文化や社会生活を含めた「生存」に関わる
活動が環境資源の劣化を引き起こしている
点で、単に活動の停止や減速をもって劣化の
軽減・防止策となしえないことは明白であり、
何らかの「共生」の道を求めることが余儀な
くされる。これこそがまさに万人の叡智をも
って解決にあたるべき環境問題であり、人の
営みと環境保全（資源の持続的利用）とのあ
り方を考えるための優れた環境教育教材で
ある。 
地球環境問題は地球規模で影響を与える

にもかかわらず、その原因と作用メカニズム
は極めて地域特異性が高いことから、当該問
題の取り組みには「Think globally, Act 
locally」が叫ばれている。本研究は著者ら
がこれまでに世界の多様な生態系を対象と
して実施してきた、地域に根ざし、現地住民
の生業との関わりの中で得られた環境研究
の学術的成果を、単に専門領域からの情報発
信に留まらず、「Act locally」のフェーズへ
科学・環境教育の一環として社会的に展開し
ようとするものである。また、従来、エコツ
ーリズムが「環境」を唱えつつも、必ずしも
具体的な科学的実証研究の裏づけが十分で
ないため、多くの場合、単に「自然探訪、ア
ウトドアー、異文化体験、癒し」などの側面
からしか参加者の評価がなされていないこ
との反省として、最新の学術情報に裏づけら
れた科学的アプローチにより、大学（院）生
や生涯教育に参加する一般市民の環境問題
に関する知的好奇心を覚醒させ、21 世紀の地
球人としての生き方を考究する環境教育の

「時と場」としてエコツーリズムを位置づけ
ている。このようなエコツアーの企画・立案
は、今後、年成長率 5％、GDP の 6％ともいわ
れるエコツーリズム産業に大きな環境教育
的付加価値を付与できる可能性を提示する
点でも、社会的意義は大きい。 
 
２．研究の目的 
環境問題を、まさにその現場で現地住民と

共に体験し、それを回避するための最新の研
究に参加することにより、今後の環境と人と
の共生のあり方を科学的に考究することが
できるようなエコツアーを環境教育ツール
として開発することを目標とする。 
従来単なる娯楽として扱われていた観光

に積極的に高度かつ最新の環境研究成果を
取り込むことにより、それを平易に、体験的
に、さらに科学的に理解させる環境教育ツー
ルとしてのエコツーリズムを開発しようと
している点が本研究の特徴である。ここで開
発するエコツアーにリアルタイムで、あるい
は、バーチャルに参加することにより、広く
一般市民の環境保全に対する注意が喚起さ
れ、教養ある地球人としての意識と価値観が
醸成されると期待される。 
 
３．研究の方法 
本研究では、観光、特にエコツーリズムに、

21 世紀の地球共同体運営の基本理念とも言
うべき「共生」を具現化するための「環境教
育」という重要な機能のある点に注目し、そ
れを一般市民を対象として機能させるべく
仕組みの方法論を、以下のような「科学的な」
段階を踏まえて確立しようとするものであ
る。 
(1) 情報収集、先行研究のレビュー、現地取
材によるコンテンツ発掘 

(2) 最新の研究成果のコンテクスト化（ツア
ーの主題に対するストーリー性の明確化）
とそれに基づくエコツアーの企画・立案
（プロモーション DVD、ガイドブック他の
補助教材の開発を含む） 

(3) 座学教育ならびにエコツアーの試行と
それに基づくエコツアーの環境教育効果
の評価 

このように段階的かつ着実に必要かつ十分
なコンテンツの吟味と精緻なコンテクスト
化による環境教育のためのエコツーリズム
の手法確立は、本研究で取り上げるテーマに
とどまることなく、広く、地域・地球環境問
題のいかなる主題にも応用することが可能
であり、その成果の影響は、将来極めて広範
に展開・利用されることが期待される。 
 
４．研究成果 
(1)エコツアー先進事例の批判的解析 
米国、フランス、イタリアにおいて観光利

用されている自然資源、農林業や観光業など
の産業形態、地域の歴史・文化教育のための
博物館や資料館の機能の関連を調査した結



果、市民に対する哲学～基礎科学～地域産業
に至る分野での環境教育に大きな役割を果
たしていること、しかし、そのためには適切
なテーマ設定と容易な理解を促すコンテク
スト化ならびにインタープリターの必要か
つ十分な質と量の確保のための経済的裏付
けを伴う不断の努力が求められることが明
らかとなった。 
(2)環境教育教材の開発 
西アフリカにおける農牧業の稠密化によ

る砂漠化ならびに中央アジアにおける灌漑
農業に起因するアラル海生態系の破壊と土
壌塩類化による土地劣化をテーマとしたエ
コツアーを、現地調査により得られた研究結
果に基づき、具体的に企画・立案するととも
に、環境問題を取り扱うエコツアーの一般市
民への周知をより効果的に実施するための
教材としてガイドブックならびに広報DVDを
開発した。 
①エコツアー「体験！砂漠化」 
ニジェール南西部を対象として企画・立案

したコンテンツは以下の通りである。 
1 日目「砂漠、砂丘そして砂漠化とは？」砂
丘・砂漠・砂漠化の違いを理解させる。 

2 日目「世界とサヘルの砂漠化」砂漠化の現
状と原因、その人間生活への影響を理解さ
せる。 

3 日目「サヘルの都市と農村の暮らし」都市
部から農村部への移動により、参加者に砂
漠化の背景である貧困や格差社会の現状、
人口増加の様相を体験的に理解させる。 

4 日目「砂漠化を防止する活動①砂漠化防止
と都市衛生改善プロジェクト」現地の人々
が継続して行うことができる砂漠化対処
技術の取り組み（都市部で生産される有機
廃棄物を農村部に運搬し、土地に肥料とし
て投入することにより土地の荒廃を防ぐ）
を見せ、体験させることで、最新の砂漠化
防止の研究の成果を理解させる。 

5 日目「砂漠化を防止する活動②耕地内休閑 
システム」サヘル地域には食料不足が慢性
化しており、加えて風食（風によって比較
的肥沃な表層土が飛散し土壌の 肥沃度が
低下する現象）による砂漠化が進行してい
る。ここでは、風食抑制と作物収量の増加
を目指し、かつサヘル地域の農民が実施で
きる新たな砂漠化対処技術「耕地内休閑シ
ステム」の原理と効果を体験的に理解させ
る。 

6 日目「砂漠化を防止する活動③Green belt」
ニジェール政府が行っている砂漠化対処
の取組みを見学する。Green belt とは、
ニジェール環境省が設置した、ニアメ地区
の広大な植林エリアである。このエリアの
今後の用途について、国が模索している現
状と 課題を理解させる。さらに、日本人
とニジェール人との間にある、環境、生活
の中で培われる砂漠化、及び 資源に対す
る価値観の違いについて考察する。 

7 日目～8 日目「砂漠化を防止する活動④野

生動物保護」国の南部にある W 国立公園で
は野生動物のモニタリング調査に参加す
ることによって、砂漠化の影響を間接的に
受けている野生動物について理解させる。 

9 日目「砂漠化と私たちの生活」参加者と現
地の人々と話し合いの場を設け、砂漠化に
関連してお互いの価値観や考え方を議論
して、文化と精神世界をも含めた自然と人
間の共生のあり方を考える。 

②エコツアー「水田にされた砂漠：なぜアラ
ル海は消えねばならなかったのか？」 
カザフスタン南部を対象として企画・立案

したコンテンツは以下の通りである。 
1～2日目「乾燥～半乾燥地を知る」首都から
アラル海地域まで約 2000km を列車で移動
しつつ湿潤気候下のわが国とは全く異な
る生態系である乾燥・半乾燥生態系とその
景観を理解させる。 

3～4日目「消えゆくアラルの今昔」現在は干
上がったアラル海の旧湖底と旧漁村を訪
問し、1960 年代からの消滅の過程を住民と
辿り、その原因を理解させるとともに、現
在実施中のダム建設による一部湖沼生態
系の回復プロジェクトの是非を考察させ
る。 

5～6日目「アラル消滅の元凶である灌漑農業
を知る」アラル海に流入する主要河川であ
るシルダリア川を遡上しつつ、中流域に展
開する灌漑米作農地において、土壌塩類化
の実態を現地圃場で簡易土壌分析を行う
ことにより体験的に理解させる。灌漑農業
による河川流量の減少がアラル海を消滅
させ、さらに農地をも劣化・荒廃させてい
る近代農業の功罪について、現地の農業企
業を含めて議論させる。 

7～8日目「中央アジアの大自然を愛でる」近
代農業とは対照的に保全された自然・山岳
生態系において、豊かな動植物相と景観を
観察し、湿潤生態系との違いを理解すると
ともに、その保全の重要性について理解さ
せる。 

9～10 日目「中央アジアの近代化とは？」旧
首都アルマティにおいて、旧ソ連崩壊後の
新生カザフスタンの地下資源開発による
経済発展とその裏面にみられる一般市民
の経済的格差の拡大や大気・土壌などの自
然環境の悪化の現状と問題点、さらには持
続的社会の構築に向けて今後の対策など
について、現地の研究者を交えて考えさせ
る。 

(3)エコツアーの環境教育効果の評価 
①エコツアー「体験！砂漠化」 
(2)で作成した教材を使用した事前レクチ

ャーの前後で、1) アンケート調査を行いプ
ログラム対象者の砂漠化問題に対する興味
の度合の現状把握とレクチャー後の変化、2) 
教材プロモーション DVD、また事前レクチャ
ーによるツアーへの参加意欲の促進効果、3) 
砂漠化に対する知識提供の評価を検討した。
その結果、ツアーへの参加意欲の促進効果、



砂漠化問題に対する関心を引き出す効果を
見出すことができた。また、自由連想法を用
いることにより、レクチャー前に多く見られ
た「砂漠」と「砂漠化」の違いについて理解
を深めることができた。このことより、砂漠
化の環境教育プログラムDVDやガイドブック
などの教材、事前レクチャーを取り入れるこ
とは有効であることが明らかとなった。 
②エコツアー「水田にされた砂漠：なぜアラ
ル海は消えねばならなかったのか？」 
(2)で開発されたエコツアーを実施した結

果、参加者の環境保全、自然保護、持続的社
会の構築などへの潜在的関心を喚起すると
ともに、実体験により裏付けられた当事者意
識が醸成され、将来のより良い社会の構築の
ための参加者の自発的・自律的行動へと発展
する環境教育効果が大きいと考えられた。 
(4)受賞 
本研究の一部に対して 2013 年度日本土壌

肥料学雑誌論文賞ならびに SSPN Award が授
与された。 
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